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諏訪湖の水｛
藤森説に再び

三上さんら講師3人が解説

諏
訪
市
博
物
館
で
す
わ
大
昔
フ
ォ
ー
ラ
ム

藤
森
栄
一
が
0
0
年
以
上
前
に
唱
え
た
諏
訪
湖
の

水
位
変
動
説
に
つ
い
て
話
す
三
上
徹
也
さ
ん

諏
訪
市
博
物
館
と
一
般
社

団
法
人
大
昔
調
査
会
は
1
9

日
、
同
市
出
身
の
考
古
学
者

藤
森
栄
一
（
1
9
1
1
～
7

3
年
）
が
曽
根
遺
跡
研
究
で

提
唱
し
た
諏
訪
湖
の
水
位
変

動
説
に
焦
点
を
当
て
た
「
す

わ
大
昔
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
同

館
で
開
い
た
。
湖
水
位
に
関

し
て
は
、
県
環
境
保
全
研
究

所
と
信
州
大
学
が
4
月
、
数

百
年
か
ら
数
千
年
ご
と
に
上

昇
や
低
下
を
繰
り
返
し
て
い

た
と
す
る
研
究
成
果
を
公

表
。
講
師
3
人
の
話
を
通
じ

て
、
科
学
的
に
も
証
明
さ
れ

た
藤
森
考
古
学
の
力
を
再
認

識
し
た
。
■
　
（
鮎
沢
健
吾
）

曽
根
遺
跡
は
諏
訪
湖
間
欠
泉

セ
ン
タ
ー
（
諏
訪
市
）
の
沖
合
数

百
㍍
に
あ
り
、
1
9
0
8
年
に

発
見
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

同
会
の
三
上
徹
也
さ
ん
は
、
湖

底
遺
跡
の
謎
を
め
ぐ
っ
て
い
わ

ゆ
る
「
曽
根
論
争
」
が
起
き
る

中
、
藤
森
栄
一
が
6
3
年
、
諏
訪
湖

は
増
水
と
減
水
を
繰
り
返
し
、

曽
根
遺
跡
の
時
は
陸
上
だ
っ
た

説
を
提
唱
し
た
と
解
説
し
た
。

諏
訪
湖
周
の
遺
跡
は
時
代
に

よ
っ
て
標
高
の
上
下
が
あ
る
こ

と
を
突
き
止
め
、
従
来
の
説
と

は
全
く
違
っ
た
考
え
方
の
水
位

変
動
説
に
行
き
着
い
た
と
説

明
。
遺
跡
の
時
代
や
標
高
分
布

な
ど
か
ら
、
諏
訪
湖
は
過
去
に

5
度
の
増
水
期
、
4
度
の
減
水

期
が
あ
っ
た
こ
と
を
導
き
出
し

た
－
と
し
た
。
「
6
0
年
前
に
こ

の
説
を
唱
え
て
い
た
。
（
県
研

究
所
と
信
大
に
よ
る
）
今
回
の

調
査
で
科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ

て
う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

三
上
さ
ん
に
続
き
、
下
諏
訪

町
諏
訪
湖
博
物
館
専
門
研
究
員

の
小
口
徹
さ
ん
、
同
研
究
所
の

葉
田
野
希
さ
ん
が
諏
訪
湖
の
水

位
変
動
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
定

員
い
っ
ぱ
い
の
約
4
0
人
が
聞
き

入
っ
た
。


